
キュービクル式燃料小出槽1,950L　仕様書
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配　管　系　統　図 ー １ 1：30キュービクル式燃料小出槽1,950L　外形図

ー

1）燃料タンク本体

台　数/ 形　式 1　台　/　屋内用鋼板製角型

容　　　　　量 1950　Ｌ

使　用　鋼　板 SS製　天板・側板　消防法に準ずる

配 管 取 出 口 送油口（15A）、返油口（15A）

通気口（32A）、ドレン口（25A）、FS口

戻り口（40A）、給油口（25A）、予備口

燃　　料　　油 A重油

重　　　　　量 約　500ｋｇ

2）タンク架台

台　　　　　数 1　台

形　　　　　式 鋼板製角型

使　用　鋼　板 ＳＳ製　Ｌ-65×65×6　同等以上

寸　　　　　法 H=1,000

重　　　　　量 約　200ｋｇ

3）キュービクル

台　　　　　数 1　台

形　　　　　式 屋外用鋼板製角型

使　用　鋼　板 ボンネット鋼板　SECC2.3ｔ　同等以上

使　用　鋼　板 防油提板　SEHC3.2ｔ同等以上

使　用　鋼　板

寸　　　　　法

ベース　溶融亜鉛メッキ（HDZ55）

2,940×2,090×2,600H程度

約　1,400ｋｇ重　　　　　量

合計重量：タンク（500ｋｇ）+架台（200ｋｇ）+キュービクル（1420ｋｇ）+A重油（1680ｋｇ）＝約3,800ｋｇ

4）その他

付　　属　　品 防爆式フロートスイッチ（減　警報）

側圧式液面計

ウイングポンプ　20Ａ

通気口　32Ａ　引火防止アミ付

給油金具　50Ａ　（鍵付）　

内部配管・・・1式

点検用梯子

少量危険物標識（固定枠付）・・・1式

<機器に関する特記事項＞

・消防機関の水張検査済証付きとする。

・機器塗装はすべて指定色重耐塩仕上げとする。

図中寸法は参考を示す
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燃料送油管　15A

燃料返油管　15A

点検蓋（1000×800）

油ﾀﾒﾏｽ

250×600×Ｈ150

2,990

2,940

防火ダンパ

SUS製（2箇所）

※約72℃以上でダンパ「閉」

　ヒューズダンパ付

1,000（点検口）
通気管

SGP 32A

通気先端キャップ

SUS(40ﾒｯｼｭ)32A
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防油堤3.2t
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2,140

ウイングポンプ

（25A）

防水ハンドル

（タキゲン）

ｷｰNo.200

1,015

2,090

1,01530

（耐圧防爆型）

ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ

800

20
A

1950L

発電装置　105ｋVA

GL+3.0ｍ以上立上

通気金物　32A

フロートスイッチ

（油面低下）

給油口50A

（A重油）

ドレン管

　SGP25

キュービクル

ウイングポンプ　20A

耐油ホース5.0ｍ

防油提

燃料返油管　SGP15A

燃料送油管　SGP15A

タメマス

注　記

1.　燃料配管は溶接接合及びフランジ接合とする。

2.　配管施工後、規定の圧力にて気密試験を実施する。

3.　消火器ABC10型（SUS箱付）2本設置する事。

燃料小出槽（1,950L）

OS
OR

OV

記 号 名　称

仕切弁（開）

仕切弁（閉）

Ｙ型ストレーナ

可トウ管

記 号 名　称 管　　　　種 規　　格

OS オイル配管（送油管） 配管用炭素鋼管（黒）　SGP JIS　G　3452

OR オイル配管（返油管） 配管用炭素鋼管（黒）　SGP JIS　G　3452

OV 通気管 配管用炭素鋼管（黒）　SGP JIS　G　3452

凡 例

凡 例　（　配管　）

発 注 者 設 計 者 図 面 名 縮 尺 図 面 Ｎ Ｏ工 事 名 備 　 考

徳 島 県 県 土 整 備 部 営 繕 課
藤原設備設計　藤原豊全
建 築 設 備 士 登 録 　 第 ２９ Ｅ ２ － ７ ０ ０ ５ Ｎ Ｕ 号 　 藤 原 　 豊 全

Ｔ Ｅ Ｌ ／ Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ８ ８ ） ６ ３ ５ －９ ５ ５ ７

〒 ７ ７ ０ － ８ ０ ７ ７ 　　 徳 島 市 八 万 町 夷 山 ２ ８ ２ 番 地 の ２ ９
Ｅ－０６Ｒ１営繕　鳴門総合運動公園　鳴・撫養　陸上競技場非常用発電設備他改修工事 ＮＯＮ油庫及びサービスタンク参考図
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２次側配線用ハンドホール

幹線引下げ用ダクト

7,780
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設備架台上部配線図　S=1/50

設備架台下部配線図　S=1/50
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（野球場／武道館）（南サブスタンド）

△操作面側

高圧饋電盤 高圧饋電盤 コンデンサ盤 低圧電灯盤 No.3低圧動力盤 No.2低圧動力盤 No.1低圧動力盤 非常用電源盤高圧受電盤

キュービクル（別途工事）
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発電機

3φ105kVA

（上部）発電機

1,
86

5

2
,1

05

204

830

3φ 105kVA

発電機

△操作面側

1,950Ｌ

燃料小出し槽

（上部）燃料小出し槽

燃料小出し槽
1,950Ｌ

（耐圧防爆型）
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EM-CEE 1.25□-5C(G22)

EM-CEE 1.25□-5C(G22)

EM-CEE 1.25□-5C

P.B 200□×200,WP

EM-CEE 1.25□-5C(G22)

南ｻﾌﾞｽﾀﾝﾄﾞへ

野球場へ

武道館へ

6kV CET 60□ (G 82)

6kV CET 38□ (G 82)

6kV CET 38□ (G 82)

6kV CET 38□ (G 82)

№2低圧動力盤 発電機１次側EM-FP-C 200□-3C,E60□

発電機２次側
非常用電源盤

発電機警報EM-CEE 2□-6C

EM-FP-C 200□-3C

EM-CEE 1.25□-5C

EM-CEE 1.25□-5C(G22)

（体育館からのケーブルのみ別途工事）

体育館から
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15A

15A

SGP 32A
通気口(防火網付）

仕切弁（鋳鋼製）

ストレーナ（複式）

（ＳＵＳ消防認定品）

Ｓ

※オイル配管は指定色塗装とする。

OR

VO

OS オイル配管（往管）SGP黒

オイル配管（還管）SGP黒

通気管 SGP黒

可とう継手　20A以下　L=300

25A～40A　L=500

50A～100A　L=700

オイル配管　凡例

発 注 者 設 計 者 図 面 名 縮 尺 図 面 Ｎ Ｏ工 事 名 備 　 考

徳 島 県 県 土 整 備 部 営 繕 課
藤原設備設計　藤原豊全
建 築 設 備 士 登 録 　 第 ２９ Ｅ ２ － ７ ０ ０ ５ Ｎ Ｕ 号 　 藤 原 　 豊 全

Ｔ Ｅ Ｌ ／ Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ８ ８ ） ６ ３ ５ －９ ５ ５ ７

〒 ７ ７ ０ － ８ ０ ７ ７ 　　 徳 島 市 八 万 町 夷 山 ２ ８ ２ 番 地 の ２ ９
Ｅ－０７Ｒ１営繕　鳴門総合運動公園　鳴・撫養　陸上競技場非常用発電設備他改修工事 １／５０新設屋外設備機器架台配管配線図
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男子便所

女子便所

車イス便所

ダッグアウト

ピロティ

キュービクル置場

縁石　Ｌ型

階段出入口

ＵＰ

ＰＳ

ＰＳ

第１ゲート

電気室

便所

受水槽

陸上競技場
南サブスタンド

ケーブルラック　Ｗ＝４００－Ｚ３５

※計３カ所
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6kV EM-CET 60□

6kV EM-CET 60□

1-1 EM-CET 200□

1-2 EM-CET 200□

1-3 EM-CET 200□

G4

新設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

非常用電源盤

低圧電灯盤

EM-CEE 2□ -10CK1

G1非常用電源盤

EM-CET 200□2-3№2低圧動力盤

EM-CET 14□2-7№2低圧動力盤

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 100

分岐開閉器盤（１）

中継端子盤（１）

警報用端子盤

中継端子盤（３）

分岐開閉器盤（５）

分岐開閉器盤（７）

角FEP 80

EM-CET 325□

EM-CET 325□

EM-CET 200□

2-1

2-2

2-3 分岐開閉器盤（５）

EM-CET 14□2-6 分岐開閉器盤（３）

G11

G12
非常用電源盤

予　備

EM-CET 325□2-4№2低圧動力盤

Ｃ EM-CET 325□№1低圧動力盤

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100
分岐開閉器盤（７）

分岐開閉器盤（５）

№2低圧動力盤

分岐開閉器盤（４）

1-4 EM-CET 325□

1-5 EM-CET 325□

低圧電灯盤

Ａ EM-CET 325□

Ｄ EM-CET 325□

EM-CET 325□

№1低圧動力盤

Ｂ EM-CET 325□

1-6 EM-CET 325□低圧電灯盤

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100 分岐開閉器盤（６）

分岐開閉器盤（７）

分岐開閉器盤（３）

分岐開閉器盤（２）

Ａ Ｂ

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80予　備

分岐開閉器盤（９）№3低圧動力盤

分岐開閉器盤（８）低圧電灯盤

EM-CET 150□M1

EM-CET 60□1-7

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

予　備

№3低圧動力盤 分岐開閉器盤（９）
EM-CET 38□M3

EM-CET 150□M2

Ｃ

EM-FP-C 22□-3C

EM-FP-C 22□-3C

EM-FP-C 60□-2C

EM-FP-C 60□-2C

角FEP 80

6kV EM-CET 38□

6kV EM-CET 38□

角FEP 80

角FEP 80

新設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～野球場ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

新設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～武道館ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

Ｄ

新設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～武道館ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

新設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～野球場ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

新設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～競技場南側高圧中継盤

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

6kV EM-CET 38□

6kV EM-CET 38□

6kV EM-CET 38□

埋設配管のみ本工事 埋設配管のみ本工事 配管配線共本工事

配管配線共本工事

（ただし本ケーブルは別途工事）
体育館ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～新設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

（ただし本ケーブルは別途工事）
体育館ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～新設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

（別途工事）

（別途工事）

※注記
1.角型ＦＥＰは難燃性とする。

2.各埋設配管、土工事は他工事と協議の上

　互いに支障とならないよう協調し施工すること

既設発電機撤去

キュービクル撤去

※注記

2.各埋設配管施工埋め戻し後復旧を行う

1.アスファルト部等カッター切りを行い掘削作業
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（南サブスタンドピロティー　受変電設備図）参照

6kV EM-CET 38□ (既設FEP 80)（競技場～武道館）

6kV EM-CET 38□ (既設FEP 80)（競技場～野球場）

以降（配置図）参照

6kV EM-CET 60□ (既設FEP 80)（体育館～競技場)--->(ケーブルは別途工事)

メインスタンド１階屋外　既設非常用発電機参考姿図　＜撤去処分＞

吸気

排気出口

排風

3,540

2
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AP115B（ヤンマー）乾燥質量８９５Kg

１／３００建 築 設 備 士 登 録 　 第 ２９ Ｅ ２ － ７ ０ ０ ５ Ｎ Ｕ 号 　 藤 原 　 豊 全

〒 ７ ７ ０ － ８ ０ ７ ７ 　　 徳 島 市 八 万 町 夷 山 ２ ８ ２ 番 地 の ２ ９

発 注 者 設 計 者

徳 島 県 県 土 整 備 部 営 繕 課
藤原設備設計　藤原豊全

Ｔ Ｅ Ｌ ／ Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ８ ８ ） ６ ３ ５ －９ ５ ５ ７

工 事 名 図 面 名 備 　 考 図 面 Ｎ Ｏ縮 尺

競技場廻り屋外配管配線図 Ｅ－０８Ｒ１営繕　鳴門総合運動公園　鳴・撫養　陸上競技場非常用発電設備他改修工事
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屋内壁掛型・鋼板製・指定色塗装

断面図

既設ケーブルラック

※上下カバー付

Ｗ＝４００

※上下カバー付

既設ケーブルラック Ｗ＝６００

※既設そのまま再利用

※既設そのまま再利用

※上下カバー付

※上下カバー付

既設ケーブルラック

既設ケーブルラック

※既設そのまま再利用

※既設そのまま再利用

Ｗ＝４００

Ｗ＝４００既設キュービクル基礎

※既設そのまま

分岐開閉器盤（８）

分岐開閉器盤（９）

高圧中継盤 （別途工事）

（別途工事）

ケーブルラック

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８□（Ｇ７０）（新設キュービクル～高圧中継盤）

※露出配管配線

Ｗ＝４００－Ｚ３５

（Ｍ１）、ＥＭ－ＣＥＴ　１５０□（新設キュービクル～分岐開閉器盤（９））

（１－７）、ＥＭ－ＣＥＴ　６０□（新設キュービクル～分岐開閉器盤（８））

（Ｍ３）、ＥＭ－ＣＥＴ　３８□（新設キュービクル～分岐開閉器盤（９））

（Ｍ２）、ＥＭ－ＣＥＴ　１５０□（新設キュービクル～分岐開閉器盤（９））

（別途工事）

（別途工事）

Ｐ・ＢＯＸ　ＳＳ４００□×３００ WP

6kV EM-CET 38□(G70)

新設

既設ケーブルラック

※上下カバー付
※既設そのまま再利用

6kV EM-CET 38□

(金属製可とう電線管,WP)
既設ｹｰﾌﾞﾙ再使用

(金属製可とう電線管,WP)

既設6kV EM-CET 38□

既設ｹｰﾌﾞﾙ再使用

バックスタンド用キュービクルへ

新設

※既設そのまま再利用
既設垂直配線ダクト

高圧中継盤

P･BOX SS400□x300 WP
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南サブスタンド用

設備機器架台ハンドホール接続部　参考図

南サブスタンド用埋設管路　参考図

メインスタンド用

メインスタンド用埋設管路　参考図
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１００
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１００ １００ １００ １００

８０８０

（５）

（３）

（４） （６） （７） （８）

（２）（１）

１００ １００

８０

１００１００

（９） （１０）

（１３）

（１２）（１１）

１００１００

１００１００

８０ １００

（１４）（１５）

（１６）（１７）

（１９） （１８）

１００

（ヨビ）

（警報）

８０

８０ ８０

８０ ８０

（Ａ） （Ｂ）

（Ｃ） （Ｄ）

８０

（ヨビ）

８０

（警報）

角ＦＥＰ　８０×６

角ＦＥＰ　８０×６

目地板

幹
線
引
下
げ
用
ダ
ク
ト

設備機器架台ハンドホール側面図

角ＦＥＰ　１００×１５
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０

０
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Ｒ８Ｋ－６０

設備機器架台ハンドホール詳細図

開口

電　気

Ｄ１３－２００＠

捨コン　＠５０㎜

砂利地業　＠１００㎜

Ｒ８Ｋ－６０

電　気

角ＦＥＰ　８０×６

角ＦＥＰ　１００×１５

ハンドホール
メインスタンド用

▽ＧＬ ３
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３００１５０ １５０９００

Ｔ－８

Ｔ－８

南サブスタンド用ハンドホール

メインスタンド用ハンドホール

角ＦＥＰ　　８０×６

角ＦＥＰ　１００×１５

角ＦＥＰ　　８０×６

角ＦＥＰ　１００×１５
ハンドホール ハンドホール （本工事）
（本工事）

南サブスタンド用 メインスタンド用

角ＦＥＰ　８０×６角ＦＥＰ　８０×６

設備機器架台ハンドホール正面図

受け枠　Ｌ－６５×６５×６
エキスパンドメタル

幹線引下げダクト側面
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０
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屋外防水鋼板製溶融亜鉛メッキ仕上げ

Ｄ１３－２００＠

▽ＧＬ

１８０

５０ ２，０００１，１００ ６３０

１，８００１５０１５０ ９００

▽ＧＬ
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３
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０
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０

０

７
５

０
７

５
０

７
９

５

２
，

２
９

５

１５０

内部補強

Ｌ－５０ｘ５０ｘ６

溶融亜鉛メッキ仕上げ

幹線引下げ用ダクト

溶融亜鉛メッキ仕上げ

幹線引下げ用ダクト
鋼板製　ｔ＝３．２㎜鋼板製　ｔ＝３．２㎜

内部補強

内部ケーブル支持金具

（≒７００㎜間隔）

Ｌ－５０ｘ５０ｘ６

４５０

１００ｘ５０ｘ５ｘ７．５

（ケーブル支持材付）

（別途工事）（別途工事）

（別途工事）

（別途工事）

砂利地業　＠１００㎜

捨コン　＠５０㎜

ハンドホール ハンドホール

▽ＧＬ

ハンドホールの設置及び埋設配管は本工事とし、幹線引下げ用ダクト及び

幹線ケーブル配線は別途（幹線設備他改修工事）とする。

※注記

E･F

EM-CET 325□

EM-CET 325□

EM-CET 200□

2-1

2-2

2-3 分岐開閉器盤（５）

EM-CET 14□2-6 分岐開閉器盤（３）

G11 EM-FP 60□-2C

G12 EM-FP 60□-2C
非常用電源盤

予　備

EM-CET 325□2-4№2低圧動力盤

Ｃ EM-CET 325□№1低圧動力盤

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100
分岐開閉器盤（７）

分岐開閉器盤（５）

№2低圧動力盤

中段、角FEP 100×７本

1-1 EM-CET 200□

1-2 EM-CET 200□

1-3 EM-CET 200□

G4 EM-FPC-T 22□

新設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

非常用電源盤

低圧電灯盤

EM-CEE 2□ -10CK1

G1 EM-FPC-T 22□非常用電源盤

EM-CET 200□2-3№2低圧動力盤

EM-CET 14□2-7№2低圧動力盤

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 100

分岐開閉器盤（１）

中継端子盤（１）

警報用端子盤

中継端子盤（３）

分岐開閉器盤（５）

分岐開閉器盤（７）

上段、角FEP 100×１本　80×６本

分岐開閉器盤（４）

1-4 EM-CET 325□

1-5 EM-CET 325□

低圧電灯盤

Ａ EM-CET 325□

Ｄ EM-CET 325□

EM-CET 325□

№1低圧動力盤

Ｂ EM-CET 325□

1-6 EM-CET 325□低圧電灯盤

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100 分岐開閉器盤（６）

分岐開閉器盤（７）

分岐開閉器盤（３）

分岐開閉器盤（２）

下段、角FEP 100×７本

M2 EM-CET 150□

M3 EM-CET 38□

分岐開閉器盤（９）№3低圧動力盤

予　備

上段、角FEP 80×３本

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

1-7 EM-CET 60□

M1 EM-CET 150□

低圧電灯盤 分岐開閉器盤（８）

№3低圧動力盤 分岐開閉器盤（９）

予　備 角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

下段、角FEP 80×３本

※配管のみ本工事 ※配管のみ本工事

※配管のみ本工事

※配管のみ本工事

※配管のみ本工事
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ハンドホール　Ｈ２－９　９００□×Ｈ９００

８０

（４）

１００

（９）

８０８０

（５） （６） （７） （８）

１００

８０

１００１００

（１０） （１３）（１１）

１００１００

８０ １００

（１４）（１５）

（１６）（１７）

１００

（ヨビ）

８０

１００１００ １００ １００ １００

（３）（２）（１） （１２）

１００１００

（１９） （１８）（警報）

８０ ８０ ８０ ８０ ８０ ８０ ８０

E･F

メインスタンド用マンホール参考図

▽ＧＬ

１
０

４
０

１０４０

角FEP 80×４本

1-4 EM-CET 325□

1-5 EM-CET 325□

低圧電灯盤

Ａ EM-CET 325□

Ｄ EM-CET 325□

EM-CET 325□

№1低圧動力盤

Ｂ EM-CET 325□

1-6 EM-CET 325□低圧電灯盤

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100 分岐開閉器盤（６）

分岐開閉器盤（７）

分岐開閉器盤（３）

分岐開閉器盤（２）

下段、角FEP 100×７本

EM-CET 325□

EM-CET 325□

EM-CET 200□

2-1

2-2

2-3 分岐開閉器盤（５）

EM-CET 14□2-6 分岐開閉器盤（３）

G11 EM-FP 60□-2C

G12 EM-FP 60□-2C
非常用電源盤

予　備

EM-CET 325□2-4№2低圧動力盤

Ｃ EM-CET 325□№1低圧動力盤

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100

角FEP 100
分岐開閉器盤（７）

分岐開閉器盤（５）

№2低圧動力盤

中段、角FEP 100×７本

分岐開閉器盤（４）

1-1 EM-CET 200□

1-2 EM-CET 200□

1-3 EM-CET 200□

G4 EM-FPC-T 22□

新設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

非常用電源盤

低圧電灯盤

EM-CEE 2□ -10CK1

G1 EM-FPC-T 22□非常用電源盤

EM-CET 200□2-3№2低圧動力盤

EM-CET 14□2-7№2低圧動力盤

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 80

角FEP 100

分岐開閉器盤（１）

中継端子盤（１）

警報用端子盤

中継端子盤（３）

分岐開閉器盤（５）

分岐開閉器盤（７）

上段、角FEP 100×１本　80×６本

角FEP 80

6kV EM-CET 38□ 角FEP 80

6kV EM-CET 38□

6kV EM-CET 38□

角FEP 80

角FEP 80

野球場ｷｭｰﾋﾞｸﾙへ

武道館ｷｭｰﾋﾞｸﾙへ

6kV EM-CET 60□ 角FEP 80

競技場南側高圧中継盤へ

高圧用ハンドホール参考図

▽ＧＬ

※配管のみ本工事

※配管配線共本工事

体育館ｷｭｰﾋﾞｸﾙから(ただし、本ケーブルは別途工事）

100 1002,100

2,300

100 1001,300

1,500

1
00

1
,9

00

（別途工事）

100 1,040 100

1,240

100 1,040 100

1,240

1
00

1
,0

80

1,
18

0

電 気

Ｏ 　 Ｋ

T- 8

電 気

Ｏ 　 Ｋ

T- 8

ハンドホールの設置及び埋設配管は本工事とし、低圧幹線ケーブル通線は

別途（幹線設備他改修工事）とする。

※注記

競技場南側高圧中継盤へ

体育館・球場･武道館へ

新設ｷｭｰﾋﾞｸﾙへ

新設ｷｭｰﾋﾞｸﾙへ

競技場１階電気室へ

砂利地業＠100

砂利地業
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（Ｙ２通り）

敷地内通路

フェンス

ＵＰ

第３ゲート

第２ゲート

スロープ
スロープ

ＵＰ

ＵＰ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

男子便所

女子便所

車イス便所

ダッグアウト

ピロティ

キュービクル置場

縁石　Ｌ型

階段出入口

ＵＰ

ＰＳ

ＰＳ

第１ゲート

電気室

便所

受水槽

陸上競技場
南サブスタンド

埋設されているため、十分注意して施工すること。

※工事箇所付近には、徳島県企業局の工業用水道管が

高
圧

発電機

新
設
設
備
機
器
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台
予
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